
 

 

様式４－４ 

事業概略書 

事 業 名 盲ろう者の移動支援に係る研修課程の効率的な実施に関する研究 

事 業 目 的 

 盲ろう者が同行援護を利用しやすくするためには、同行援護のサービス

提供者が、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修を修了した同行援護従業者

か、もしくは同行援護従業者養成研修を修了した盲ろう者向け通訳・介助

員が担当することが望ましいと考えられる。現状の両研修には、内容が類

似する点があることから、本事業では、両研修について、一方の研修修了

者が、他方の研修を受講するときのカリキュラムの一部免除等の在り方に

ついての提言や、新たなカリキュラム案の方向性について導き出すことを

目的とした。 

事 業 概 要 

有識者や当事者団体等により検討委員会を組織し、既存関連調査結果お

よび関連文献を収集・整理した資料を元に、検討委員会において、現状の

同行援護従業者養成研修および盲ろう者向け通訳・介助員養成研修におけ

る現状及び課題について検討した。検討結果を踏まえ、研修科目について

それぞれの個別の要素と共通化できる要素の分類・抽出を行い、両研修を

受講する際の免除項目等の検討を行った。その検討内容に基づいて研修カ

リキュラム案および免除カリキュラム案の方向性等について検討を行い、

今後の研修カリキュラム案の方向性についてとりまとめた。 

事業実施結果 

及び効果 

盲ろう者向け通訳・介助員養成研修及び同行援護従業者養成研修の両研修

における免除科目を設定するには、両研修のカリキュラムの修正を要する

ことが明らかになった。また、本研究において両研修カリキュラムの一部

共通化について、当事者団体の意見聴取を踏まえた方向性の検討ができた。

そのため、今後、研修内容について具体的な検討が行われる際には、両研

修カリキュラムにおいて、共通化が可能な内容について共通化が図られ、

同行援護従業者および盲ろう者向け通訳・介助員が、相互の研修内容を効

率的に習得することができるようになることが期待される。 

事 業 主 体 

郵便番号：260-0802 

所 在 地：千葉県千葉市中央区川戸町 468-1 

法 人 名：社会福祉法人りべるたす 

電話番号/E-MAIL：043-497-2373/ libertas@libertas-mail.jp 

 （注） 

１ 本様式の作成にあたっては、厚生労働省ホームページに掲載するため、一般に公開することを想定し、分

かりやすい表現に努めること。 

 ２ 本様式は、事業の概略をまとめるために作成するものであり、別途実施した事業についての成果物を必ず

提出すること。 

 ３ 「事業目的」､「事業概要」、「事業実施結果及び効果」について、それぞれ２５０字程度で簡潔に記入す

ること。 


